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短 報

衛星の赤外放射データから雲頂高度を

決定する際の射出率の影響＊

阿 部 勝 宏＊＊　山 本 孝 二二＊＊＊

　1．まえがき

　雲の射出率は，地球の熱収支，予報モデルに用いられ

る加熱の割合，気象衛星から得られる放射データの解析

などの間題の研究に関して，最近注目されてきた．

　雲の射出率は，いろいろな人の調査，観測により，下

層雲に対しては1．0，中層雲に対しては平均0．8として

も大きな誤りはないが，絹雲タイプの上層雲の場合には

著しく変化することが知られている（Fritz・Rao，1967；

第1表　中層雲の雲頂温度丁6＝250。Kの時の，射出率の誤差に対する雲頂温度誤差．
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第2表　第1表に同じ．ただし，上層雲の雲頂温度Tc＝230。Kの時．
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　現在のところ，気象衛星の赤外画像データだけから，

直接，射出率を求める方法は開発されていないので，夜

間の雲，とりわけ絹雲タイプの雲の射出率を求めるのは

非常に困難である．そこで，雲の射出率の推定誤差によ

る雲頂温度の推定誤差の評価を試みてみた．

　2．射出率の推定誤差による雲頂温度の推定誤差

　地表面（海洋表面），もしくは，黒体とみなされる下

層雲の上方に，射出率がθの等温層とみられる雲が赤

外放射計の瞬時視野内を満たしている時，測定される窓

領域の放射量却（丁朋）は近似的に（1）式で表わされる

　（Shenk・Curran，1973）．

　　ノV（TBB）ニ（1－6）N（Ts）十dV（Tc）　　　　　　　（1）

　ここで，N（聡）およびN（Tc）は，地表面（下層表面）

温度Tsおよび雲頂温度Tcに対応するPlanckの関数

である．この式で，窓領域における大気の吸収効果，散

乱反射の影響は小さいので無視している．

　射出率の推定誤差∠θによる雲頂温度Tcの推定誤差

は，2V（To）㏄Tcα（αは波長に関係した指数）とすると，

，次式のように与えられる（Shenk・Curran，1973）．
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　　轟一（∂藷）許一舞〔N（雫諸（π）ユ∠8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　セソサのフィルタ特性として，Santa　Barbara　Rese－

arch　CenterのThermal　Channel1のRelative　Spectral

Responseを用い，温度一放射量変換の200～350。Kのデ

ータより計算した結果，αは4．7であった．

　（2）式に基づいて，射出率の推定誤差による雲頂高度

の推定誤差を考えてみる．温度の鉛直分布を用いて，仮

に雲頂高度の精度を1km程度で求めるとすると，標準

大気の気温減率は約0．65。K／100mであるので，∠Tσ≒

±7。K以内でなければならないことになる．

　（1）地表面（海洋表面）上方に下層雲がある場合

　下層雲の射出率は1．0に近く，下方の地表面温度と温

度差が小さいので，仮に射出率を低く判定した場合でも

雲頂温度，したがって，雲頂高度は十分良い精度で求め

られる．

　（2）地表面（海洋表面）または下層雲の上方に、中層雲

　　がある場合

　中層雲の雲頂温度の範囲は，石丸の統計（1952）およ

び標準大気の温度鉛直分布から，平均250～260。Kとみ

黛天気”24．9．
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なすことができる．下層表面（地表面または下層雲）温

度が，それぞれTsニ300。K，280。Kおよび260。Kで，

中層雲の雲頂温度7b＝250。Kとした時の，射出率の誤

差∠6に対する雲頂温度の誤差∠Tσを（2）式によって

計算した値が第1表である．

　（3）地表面（海洋表面）または下層雲もしくは厚い中

　　層雲の上方に上層雲がある場合

　絹雲タイプの雲頂温度の出現範囲は，石丸の統計およ

び標準大気の温度鉛直分布から，平均220～240。Kとみ

なすことができる．（2）と同様に，平均の絹雲タイプの

雲頂温度Tc・＝230。Kと’した時の，射出率の誤差∠θに

対する∠Tσを示したのが第2表である．

　この表から分かるように，現業的に絹雲タイプの雲頂

高度を求める場合には，射出率の誤差の許容範囲を考え

ると，可視画像でかなり明るい雲だけが対象となると考

えられる．しか’し，夜間の場合には，絹雲タイプの雲の

光学的厚さを求めることは困難であるので，処理の対象

から除外すべきであろう．
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